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浜松市の紹介
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国土縮図型の政令指定都市・浜松

街

①広大な市域【全国第２位】
（市域の約67%は森林）

②道路総延⾧【全国第１位】
③橋梁数【中部地整管内第１位】
④過疎地域を内包

（みなし過疎地域:市域面積の約50%）

全国の市町村が抱える課題を
凝縮した政令指定都市

浜松で持続可能な都市モデルを確立
できれば日本全体のモデルとなる

<人口の将来展望:人口ビジョン>



浜松市の紹介

①健康寿命 三期連続日本一
②幸福度ランキング 政令市第１位
③SDGs未来都市（2018年度第1回認定）

④再生可能エネルギー導入容量 全国第１位
※浜松市域“RE100”表明（令和2年3月）

⑤日本有数の「ものづくりのまち」

⑥スタートアップ・エコシステム
グローバル拠点都市

⑦世界に誇る「音楽の都」
⑧農業産出額 全国第7位



宣言日 2019年10月31日
目 的
人口減少・少子高齢化をはじめとした社会課題が深刻化するなか、

AI・ICT等先端技術やデータ活用などデジタルの力を最大限に活用し、
持続可能な都市づくりを推進する。
戦略分野

（１）「都市づくり」のデジタルファースト【都市の最適化】
（２）「市民サービス」のデジタルファースト【市民サービス向上】
（３）「自治体運営」のデジタルファースト【自治体の生産性向上】

浜松市フェロー

陳内 裕樹 氏 東 博暢 氏 関 治之 氏 日下 光 氏 南雲 岳彦氏 白坂 成功氏

デジタルファースト宣言
デジタル・スマートシティ浜松の推進



推進体制

・

代表:浜松市⾧、事務局:浜松市（デジタル・スマートシティ推進課）
浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム

【庁内組織】【官民連携組織】

連携

防災・安全分野
浜松市所管部局

教育・子育て分野
浜松市所管部局

モビリティ分野

健康・医療・福祉分野

産業(ものづくり)分野
浜松市スタートアップ戦略
推進協議会

観光・商業分野
浜松・浜名湖
ツーリズムビューロー

デジタル・ガバメント分野
浜松市所管部局

エネルギー分野

浜松市スマートシティ推進協議会

運営委員会

※必要に応じ部会や
分科会を設置

農林業分野

【林業】静岡県農林技術研究所森林・
林業研究センター

【農業】浜松スマート農業推進協議会 準備会

浜松ウエルネス推進協議会
浜松ウエルネス・ラボ

浜松市モビリティサービス
推進コンソーシアム

R2.4.1設置R2.4.1設立

会員数:173
（R4.3.29現在）

デジタル・スマートシティ推進本部
本部⾧:市⾧、副本部⾧:副市⾧
事務局:デジタル・スマートシティ推進課

デジタル・
スマートシティ

推進WG

デジタル・
ガバメント

推進PT



デジタル・スマートシティ推進課

＜デジタル・スマートシティ推進事課の所管事業＞
■ デジタル・スマートシティ推進
■ 浜松版MaaSの推進

デジスマ推進部⾧&デジスマ推進課の職員（R4.7月時点）

■ デジタル・ガバメントの推進
■ デジタル・マーケティングの推進



浜松市デジタル・スマートシティ構想

5原則
※G20スマートシティ
都市連合が策定した
5原則に準拠



浜松市デジタル・スマートシティ構想



「浜松市デジタルを活用したまちづくり推進条例」の制定

制定
の

目的

① デジタル社会形成基本法の趣旨に基づき、デジタルを活用したまちづくりに関
する本市施策の策定、実施について規定する。

② デジタルファースト宣言以降の本市取組の経緯を踏まえ、デジタルを活用した
まちづくりに関する基本原則を改めて規定する。

③ 2020年12月総務省が策定した「自治体DX推進計画」を踏まえ、行政手続きの
オンライン化、キャッシュレス決済等デジタル・ガバメントの推進計画の策定
根拠を規定する。

 目的

 基本原則 - 構想 5つの基本原則を規定
（①オープン／相互運用性 、②多様性／包摂性、

③透明性／プライバシー、 ④持続可能性、⑤安全・安心／強靭性）

 市の責務 - 基本原則にのっとり、市民等と連携し、及び協力しながら、

施策を総合的に策定及び実施する

 市民等の役割 – 市と連携し、及び協力するよう努める

 基本指針等の策定等 – 基本指針及び推進計画の策定

主な
規定項目

条例施行:2022年7月1日



「浜松市DX推進計画」（策定中:2023年1月1日施行予定）



「浜松市DX推進計画」（策定中:2023年1月1日施行予定）



「浜松市DX推進計画」（策定中:2023年1月1日施行予定）



浜松市LGX行動規範、LGXコミュニケーションポリシー（2023年10月1日制定）



戦略計画を核とした経営の仕組み



戦略計画を核とした経営の仕組み



戦略計画を核とした経営の仕組み



PF会員によるソリューションピッチ（令和４年度）

開会挨拶

インプット

ピッチ

令和4年8月5日(金) 13:30-16:00
登壇団体：PF会員（8団体）
視聴参加者：PF会員及び浜松市各課

浜松市デジタル・スマートシティ
推進部 部⾧ 内藤 伸二朗

浜松市フェロー
東 博暢 氏

登壇団体および視聴者による
交流会

ピッチ(6分)・質疑応答(3分)
×８団体

講評
浜松市フェロー
東 博暢 氏

交流会

登壇団体（登壇順） テーマ

ソフトバンク株式会社 産業（農林業）

株式会社フィーリンク 観光・商業

浜松ケーブルテレビ株式会社 インフラ

株式会社ドコモビジネスソ
リューションズ 観光・商業、エネルギー

中部電力株式会社 ウエルネス、社会参加促進

西日本電信電話株式会社 その他（スポーツ）

東京海上日動火災保険株式会
社 モビリティ、観光・商業

株式会社TTES インフラ

• 今年度第１回のソリューションピッチは、デジタル・スマートシティ構想第一期重点分野の中から、「観光・商業」「ウエルネス」「防災」などの
テーマを設定し、開催。

閉会挨拶 浜松市デジタル・スマートシティ
推進課 課⾧ 瀧本 陽一



実証実験サポート事業（所管:スタートアップ推進課）
応募テーマ一覧

募集期間
令和4年8月1日から令和4年9月下旬まで

実証実験期間
令和4年10月～令和5年9月
（実証実験プロジェクトの採択から1年間）

サポート内容
・最大200万円の経費支援（補助率2分の1以内）
・市内公共施設、協力企業が有する施設などの実証実験フィールドの斡旋
・実証実験モニター募集支援、実証実験に係る各種調整等
・法制度に関するアドバイス
・実証事業のPR支援
・その他浜松市が必要と判断する支援



サステナブルな地域社会の構築

社会の激変
・人口減少
・急激な高齢化

サステナブルな地域社会の構築が必要

デジタルを活用し共助型社会を実現

地域コミュニティが

崩壊

背景：全国共通の課題

➔

産業の活性化により活力ある地域を創造



国の動向



国の動向

出典：デジタル庁資料



国の動向

出典：デジタル庁資料



国の動向

出典：デジタル庁資料



デジタル・スマートシティ浜松 各分野の取組

ウエルネス分野 モビリティ分野

エネルギー分野 農林業分野浜松市域
”ＲＥ100 ”宣言

＜プロジェクト例＞
〇浜松テレワークパーク構想の推進
〇デリバリープラットフォーム構築・利用促進
〇共助型交通の推進

浜松版MaaS構想に基づき、広大な市域や
自動車産業が盛んな都市の特徴を活かした
取組を推進。

＜プロジェクト例＞
〇生活習慣病保有者に対する生活習慣

改善支援プログラム
〇健康診断のビッグデータ活用

プロジェクト

＜プロジェクト例＞
〇マイクログリッド事業
〇エネルギーベストミックスによる

電力確保

＜プロジェクト例＞
〇スマート農業の推進（補助金）
〇次世代施設園芸施設の導入
〇林道管理システムの構築

健康寿命日本一

再生可能エネルギー導入容量日本一の
特徴を活かし、産学官金によるプラット
フォームを形成し、様々なスマート
プロジェクトを推進。

市民がいつまでも健康で幸せに暮らせる
「予防・健幸都市」の実現を目指し、官民
で取組を推進。

生産性の向上や付加価値の創出に向けた、
ICT活用によるスマート農林業の推進。

浜松版MaaS

もうかる農業・
林業成⾧産業化推進



Code for Japanの“Make our City”プロジェクトとの連携

「わたし」主体のまちづくりを通
してウェルビーイングを実現する

地域の共助や共創を支え、持続的に発展するデータ連携基盤の環境整備に向けて

シビックテックスタートアップ NPO等

都市OS
（データ連携基盤）

※サービスを創出するコミュニティの活性化が重要

サ
ー
ビ
ス
レ
イ
ヤ
ー

やらまいか精神
デジタルファースト宣言

デジタル・スマートシティ構想
条例（パブコメ中）

関係人口

よそ者に寛容な土地柄

※牧島 前デジタル大臣の浜松市視察



地域の共助や共創を支え、持続的に発展するデータ連携基盤の環境整備に向けて

事業の目的 データ連携基盤を有効活用した新たなサービスやアプリケーションの創出

取組事業者
(全国公募) 支援業務

受託者

スポンサー
・サービスの構想
・サービスの検証

・通信環境面
の支援等

・検証実施に関する調整支援
・補助金(最大10万円)
・広報支援

・プロジェクト支援に関する連携
地域の皆様

・協働、協力

・説明、依頼

・委託

・サービス構想支援
・データ連携基盤の
活用の技術支援

【事業概要図】

( Hamamatsu Open Regional Innovation Project )
正式名称:浜松市データ連携基盤活用モデル事例創出事業

協力団体

・AWS Startup Ramp
と連動した各種支援



Digital Smart City HAMAMATSU

＜協定の名称及び目的等＞
名 称:
「デジタル・スマートシティのエコシステム形成に関する連携協定」
締結日:

2022年9月15日
目 的:

人口減少・少子高齢化時代において、市民の幸福感（Well-being）
が溢れ、イノベーションが継続的に創発される活力ある地域を目指し
官民共創で取り組むデジタル・スマートシティのエコシステム形成に
両者で連携して取り組むことを目的とします。

＜連携内容＞
（１）スタートアップの支援に関すること
（２）シビックテックコミュニティの活性化に関すること
（３）人材育成に関すること
（４）インターネットやクラウド活用におけるセキュリティ対策に関

すること
（５）デジタル・スマートシティやスタートアップの推進に係る情報

発信に関すること
（６）その他、目的の達成のために必要と認められる事項

アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社と連携協定を締結



地域の共助や共創を支え、持続的に発展するデータ連携基盤の環境整備に向けて

( Hamamatsu Open Regional Innovation Project )
正式名称:浜松市データ連携基盤活用モデル事例創出事業

防災、防犯、交通事故対策など市民
の安全・安心な暮らしにつながる取組

複数分野の連携

分野を超えたデータ連携により、市民の
QoL(生活の質)向上や本市の課題
解決を図る取組

市民の安全・安心

【設定の背景】
・地滑りによる国道の通行止めが⾧期間継続
・近年の台風や豪雨による水害が発生
・人身交通事故数が12年連続で政令市ワースト１

【設定の背景】
・浜松市デジタル・スマートシティ構想の下、「エネルギー」、
「モビリティ」、「防災」、「健康・医療・福祉」、「農林業」、
「教育・子育て」、「観光・商業」、「産業（ものづくり）」、
「デジタル・ガバメント」の分野間連携に注力

R4年度推奨テーマ



令和４年度の事業検証支援先
• 下記の５者に対し、令和４年８月～令和５年２月に掛けて事業検証支援を実施します。

■国際航業株式会社（本社所在地：東京都新宿区）
サービス名「道路パトロール業務の効率化 ～道路パトロールシステム～」

■株式会社JX通信社（本社所在地：東京都千代田区）
サービス名「リスク関連情報収集サービス「FASTALERT」と「NewsDigest」
を利用した地域防災力向上・地域活性化に向けた取組み」

■株式会社アール・スリー（本社所在地：神奈川県横浜市青葉区）
サービス名「EDiTuS My City HAMAMATSU」

■ユニソック合同会社(本社所在地:静岡県駿東郡⾧泉町)
サービス名「『 AVS 』 Active Volunteer System ～ボランティア体験を
通して、個人の主体性を高める法人向けサービス～」

■下記４社による連携体
・株式会社GreatValue（連携体の代表、本社所在地：東京都港区）
・イーデザイン損害保険株式会社（本社所在地：東京都新宿区）
・株式会社Helte（本社所在地：千葉県柏市）
・株式会社トラスト・アーキテクチャ（本社所在地：東京都港区）

サービス名「浜松市の生活を情報で支援する浜松ヒーローズ」



個別プロジェクトのご紹介①

サービス名称 道路パトロール業務の効率化
～道路パトロールシステム～

サービス概要 道路パトロールカーにスマホやタブレットを
設置して道路状況を撮影し、位置情報
と併せて記録を行うことで、人的負担の
重い道路パトロール業務の効率化を図る。
データ連携基盤との連携により、位置情
報と紐づいて記録した動画・静止画の
様々な分野への活用を検討。

国際航業(株)

サービス名称 リスク関連情報収集サービス
「FASTALERT」と「NewsDigest」を利
用した地域防災力向上・地域活性化に
向けた取組み

サービス概要 SNSの情報をAIで集約し、現に発生し
ている事故や災害等の情報を位置情報
と併せて整理できる「FASTALERT」と
ユーザーからの情報投稿アプリ（報酬
付）「NewsDigest」から得られる情報
を組み合わせ、データ連携基盤を介して、
危険情報・リスク情報を可視化。

(株)JX通信社



個別プロジェクトのご紹介②

サービス名称 EDiTuS My City HAMAMATSU

サービス概要 店舗・EC・観光関連等を中心に、オスス
メ情報や感想等を投稿できるアプリ（EC
サイトや予約サイトと連動し、売上につな
がる投稿をした人及び購買行動を行った
人にポイントを付与）を市内で検証。
データ連携基盤を活用してユーザーの行
動実績データ・移動データを集計し、分
析・可視化。

(株)アール・スリー

サービス名称 『 AVS 』 Active Volunteer System
～ボランティア体験を通して、個人の主
体性を高める法人向けサービス～

サービス概要 様々な主体が個別に発信している、浜
松市内のボランティア情報について、専用
のLINEアプリを通じて集約して発信し、
実際の参加実績を集計。
データ連携基盤を活用し、ボランティア実
績からエリア別の「SDGｓスコア」を分析・
可視化。

ユニソック合同会社

記事を投稿 記事の閲覧

加 盟店

投稿者と購入者で
同ポイントをシェア

売り上げの一部を
リワードポイントに

購入

記事に基づいた
加盟店のオファー

記事に基づいた
加盟店のオファー

売り上げの一部を
寄付に

売り上げの一部を
サービス運営に
（マネタイズ）



個別プロジェクトのご紹介③

サービス名称 浜松市の生活を情報で支援する浜松ヒーローズ

サービス概要 事業構想支援ワークショップを通じて連携した４団体による共同提案。
地域での助け合いに対し、加盟店で活用できるポイントを付与できるアプリ「ヒーローズ」をプラット
フォームとし、親子で活用できる地域内の危険箇所投稿マップ、日本語で外国人と話せるアプリ
等の複数サービスや、オープンデータ等におる地域にまつわる情報発信サービス等の複数のコンテン
ツを組み合わせて提供することで、地域の活性化を図る。
紐づいた各サービスから得られる情報（ユーザーの投稿による危険箇所情報、ユーザーの多文化
交流時間の集計、ユーザーの購買状況等）をデータ連携基盤を活用して匿名化して集約・分
析することで、新たな価値の提供を目指す。

(株)GreatValueを代表とする4者連携

体 制

●株式会社GreatValue
連携体の代表、助け合いプラットフォーム運営

●イーデザイン損害保険株式会社
親子で活用できる、地域内の危険箇所投稿アプリ
「もしかもマップ」のプラットフォーム上での運営

●株式会社Helte
日本語で外国人と話せるアプリ「Sail」のプラット
フォーム上での運営

●株式会社トラスト・アーキテクチャ
プラットフォーム関連のデータ分析・可視化



官民連携によるデータ連携基盤のユースケース創出

Hamamatsu

Innovation

Open Regional

• Hamamatsu Ori-Projectの採択事業者、（一社）コード・フォー・ジャパンのメンバー、本市の
庁内ワーキンググループ データ連携基盤部会メンバーの参画の下、専用のSLACKチャンネルを新たに
立ち上げ、官民連携によるデータ連携基盤のユースケース創出の取組を活発化させます。

専用SLACKチャンネル
を中心に、活発な
意見交換を展開



Digital Smart City HAMAMATSU
デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用したデジタル実装
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Digital Smart City HAMAMATSU
デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用したデジタル実装



Digital Smart City HAMAMATSU
取組内容

3次元の地理空間データに「建物情報」、「災害リスク」等の都市活動に係る様々な属性
情報を付加した「3D都市モデル」を整備し、都市計画立案や災害対策のシミュレーション、
デジタルツインなど、デジタル技術をまちづくりに活用し、持続的に発展する都市づくりを
推進する。

◎本市の都市計画区域内について、静岡県が取得した3次元点群データや本市の都市計画
基礎調査等を使用し、「建物情報」、「災害リスク」等の属性情報を付与した「3D都市
モデル」を構築する。

◎中でも、都市機能誘導区域については、様々なシミュレーションや分析等に活用できる
よう、地物や建物形状等の高精度化を行う。

◎作成した3D都市モデルは、行政だけでなく、民間企業（建設分野、モビリティ分野）や
研究機関など様々な主体による有効活用を促進し、新たなビジネスのイノベーションの
活性化や地域課題の解決等につなげるため、オープンデータとして公表する。

2 事業概要

1 目 的

【①都市を支えるデジタルインフラの整備】

３次元点群データに基づく３D都市モデルの整備



Digital Smart City HAMAMATSU
取組内容

【①都市を支えるデジタルインフラの整備】
【②データ連携基盤を活用したサービスの官民共創と地域実装】

SOS

2 事業概要

1 目 的
市内の森林においてLPWA※を活用した通信インフラを整備し、林業従事者にLPWA
インフラを活用したサービスを利用してもらい、林業従事者の安全確保と生産性を高める。
※LPWA（Low Power Wide Area）…通信速度が遅く一度に送信できるデータ容量は小さいが、消費電力が少なく遠距離通信が

可能な無線技術の総称。LPWAは複数種類あり、活用手法も多い。

（１）LPWA整備
市内森林のうち、約350haのモデル地域を設定し、LPWA通信インフラを整備（親機１台、
中継器８台、子機20台導入）。

（２）LPWAを活用したスマート林業の促進
①安全確保対策:林業従事者の携帯圏外でのコミュニケーションやトラブル対応、
②生産性向上対策:木材運搬車や林業機械の位置把握による木材生産効率化、
が可能なアプリを格納した専用端末を林業事業体等に貸し出し、活用してもらう。

LPWA整備・活用によるスマート林業の促進



Digital Smart City HAMAMATSU
取組内容

交通事故要因の分析にAI（人工知能）を導入し、危険箇所を効率的に把握することで、交通
事故の削減を図る。

◎過去の交通事故データや本市の道路情報等の様々なデータを収集・統合し、AI分析に
適した基礎（教師）データの整理を行う。

◎そのうえで、①AIを活用した、過去の事故情報、道路情報、地域特性等のデータに基づく
交通事故危険箇所の予測、②抽出した危険箇所のマップ上での可視化、③AIを活用した、
抽出した事故危険箇所における有効な対策の検討、の3点についてR4年度から実施する。

◎R５年度には、R4年度に整理した基礎（教師）データ及び構築した予測モデルを効率的に
運用するAI分析システムの開発とその効果検証を実施する。

2 事業概要

1 目 的

【②データ連携基盤を活用したサービスの官民共創と地域実装】

AIを活用したデータ分析による交通事故対策



Digital Smart City HAMAMATSU
取組内容

【③ 市民が支え合い、Well-beingを向上できるまちづくりの推進

市民参加型合意形成のデジタルプラットフォームを導入し、あわせて多様な主体に活用を
促進することで、市民が支えあい、Well-being（地域に暮らす人が幸福を感じている
状態）を実現できるまちづくりを推進する。

1 目 的

2 事業概要

（１）市民参加型合意形成プラットフォーム（Decidim）の導入
オンライン上に市民・事業者・行政がアイデアを出し合い、意見交換や議論がオープンに
行える場であるDecidimを構築する。

（２）Decidim活用に向けたワークショップの企画・実施
Decidimを様々な分野（政策立案、多様なニーズ反映、公共空間活用…）に活用し、活発
かつ有用な意見交換が行えるよう、様々な主体を対象にオンラインとオフライン両方で
ワークショップ（他都市活用事例を参考としたテーマ選定に沿ったDecidimでの議論等）
を企画・実施する。

市民参加型合意形成プラットフォーム
「Decidim」の導入・運用



Digital Smart City HAMAMATSU
取組内容

【③ 市民が支え合い、Well-beingを向上できるまちづくりの推進】

地域に暮らす人が幸福を感じている程度を測る指標となる「Well-being指標」を整備・
可視化することで、合理的な根拠に基づいた政策立案や進捗管理、継続的な業務改善を
可能とし、官民共創によるWell-Being向上に向けた効果的な取組を促進する。

1 目 的

2 事業概要

（１）Well-being指標測定事業
主観的な性質のWell-being指標に関し、指標設定の支援を受けるとともに、市民向けに
Webアンケートやインタビューによる調査を実施、計測し分析する。

（２）Well-being指標可視化事業
計測されたWell-being指標について、わかりやすく使いやすい形で常時公表するため、
専用のダッシュボードを整備する。

指数 総合 身体 社会 精神

客観 66.6 67.6 64.2 68.0

主観 60.2 58.5 60.2 61.9

幸福度を「客観」、「主観」と
「身体」、「社会」、「精神」
のような要素ごとに因数分解し、
可視化を実現。EBPMを推進。

Well-being指標の調査・分析と
専用ダッシュボードによる可視化



データ連携基盤活用サービス実装支援補助金について

• 過年度のHamamatsu ORI-Projectの支援案件など、データ連携基盤を活用したサービスの地域
実装に向けた取組に掛かる経費を補助。

• 令和４年度の新規事業であり、デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ TYPE
２）を充当。

本市においてデータ連携基盤を活用したサービスの実装（調査や実証実験にとどまらず、継続的
なサービス提供を開始すること)に向けて取り組む民間企業を支援し、データ連携基盤を有効
活用した先端サービスの実装により本市の課題解決や市民QoL（生活の質）の向上を図る
とともに、本市発の新たなイノベーションの創出を目指す。

◎データ連携基盤を活用したサービスを本市において早期に実装することを目指して取組を
行う事業者に対し、その取組に必要な資機材のリース費用、取組の協力者への謝金、国内
の交通費等を補助する「浜松市データ連携基盤活用サービス実装支援補助金」を創設し、
運用する。

◎補助金額は、補助上限額200万円/件、補助率2/3以内

1 目 的

2 事業概要



令和４年度の補助事業採択先

下記の４者に対し、補助金の交付決定を行った

■株式会社オサシ・テクノス（本社所在地：高知県高知市）
補助事業名
「冠水エリア予測システム」

■株式会社フジヤマ（本社所在地：静岡県浜松市中区）
補助事業名
「浜松市データ連携基盤を活用した斜面表層崩壊モニタリングサービス構築業務」

■八千代エンジニヤリング株式会社（本社所在地：東京都台東区）
補助事業名
「河川を流下する人工系ごみ（プラ含む）輸送量データに基づくごみ削減対策」

■一般社団法人One Smile Foundation（本社所在地：神奈川県横浜市保土ケ谷区）
補助事業名
「高齢者施設におけるSmiral－スマイラル－の実装事業」



個別の補助事業のご紹介①

サービス名称 浜松市データ連携基盤を活用した斜面
表層崩壊モニタリングサービス構築業務

サービス概要 令和３年度Hamamatsu ORI-
Projectの支援案件。
中山間地域の山林等の危険箇所を抽
出し、抽出した箇所にIoT振動センサー
を設置し、斜面崩壊の危険に関してリア
ルタイムでデータの収集とモニタリングを行
い、データ連携基盤を介してクラウドGIS
上に可視化する。

中山間地域等の危険箇所を
センサーでリアルタイムに
監視

サービス名称 冠水エリア予測システム

サービス概要 令和２年度のHamamatsu ORI-
Projectの支援案件。
市内の冠水が発生するエリアの中で、水
深が最大になると考えられる地点付近に
水位センサを設置し、その水深と国土地
理院の数値標高データを組み合わせるこ
とで、リアルタイムに冠水している領域を
推測し、地図上で色分けして可視化す
る。

(株)オサシ・テクノス (株)フジヤマ

クラウドGIS上で、
速やかに可視化し、
情報共有



個別の補助事業のご紹介②

サービス名称 河川を流下する人工系ごみ（プラ含
む）輸送量データに基づくごみ削減対策

サービス概要 令和３年度のHamamatsu ORI-
Projectの支援案件。
市内の河川の水面をビデオカメラで定点
撮影し、得られた動画について、RIAD
（水表面の動画データから川を流れるご
みの量を把握する技術）による分析を
実施し、この分析データを元に、地図上
にごみ輸送量を可視化することで、清掃
活動やゴミ削減活動等の活発化を促す。

八千代エンジニヤリング(株)

元動画 解析後
青：自然系ごみ
赤：人工系ごみ

カメラ
水位計

市内の河川にビデオカメラと
水位計を設置し、定点監視。
撮影した動画を独自技術で解析。

サービス名称 高齢者施設におけるSmiral-スマイラル-
の実装事業

サービス概要 令和３年度のHamamatsu ORI-
Projectの支援案件。
市内の高齢者施設に、AIによる動画認
識で笑顔の検知とカウントを行う専用ア
プリをインストールした端末（スマホやタブ
レット等）を設置し、笑顔の検知とカウン
トを実施し、カウントした笑顔の回数×1
円の寄附を行う。

(一社)One Smile 
Foundation

浜松市内の高齢者施設
に専用のAI笑顔検知ア
プリを搭載したスマホ
等を設置。

今笑顔を検知したこと
が一目でわかる
エフェクト

場所ごとの笑顔カウント数
（1日単位）をほぼリアル
タイムでアプリ画面に反映



出典:SCI作成資料

【社会】 【環境】

LWCIから見た浜松市の特徴

「家族のつながり」と「地域社会のつながり」が
ともに高い

自然環境豊かで環境共生の取組みが進んでいる



LWCIから見た浜松市の特徴

LWCIの活用 → 感覚的な部分が可視化される
出典:SCI作成資料



LWCIの活用に先着手する4分野

ウエルネス分野

交通／モビリティ分野

カーボンニュートラル／
エネルギー分野

スタートアップ分野

広大な市域や自動車産業が盛んな都市の特
徴を活かした取組を推進。

再生可能エネルギー導入容量日本一の特徴を
活かし、産学官金によるプラットフォームを
形成し、様々なスマートプロジェクトを推進。

市民がいつまでも健康で幸せに暮らせる
「予防・健幸都市」の実現を目指し、官民
で取組を推進。

スタートアップと地域のものづくり企業
との融合による新産業の創出を目指す。

◎市民の幸福度向上への寄与度
◎デジタル・スマートシティの取組方針との親和性

選定の観点



ワークショップ

LWCIを活用した政策や計画などの立案に関するディスカッションの様子

https://www.ori-project.hdsc.city/

分野ごとに
Well-being向上に向けたストーリーを作成

◎LWCIに関する理解を深める
◎浜松市の政策体系・方向性と

LWCIとの関係性を確認
◎ Well-Beingに向かう道筋について議論



LWCIを官民連携で活用していくために
Well-Beingをテーマとしたオンラインフォーラムの開催

参加申込 https://www.month.hdsc.city/forum2022



LWCIを官民連携で活用していくために
デジタル・スマートシティ浜松 オンラインフォーラム プログラム



LWCIを官民連携で活用していくために
市民の幸福因子をテーマに、デジタル・スマートシティ官民連携PF
によるWSの開催やDecidimを活用した市民との意見交換を実施予定

×
WSの開催（10/27）



国土縮図型都市・浜松 リファレンスアーキテクチャー

×

国土縮図型都市・浜松の特徴を活かし、
デジタル田園都市国家構想のリファレンスシティに!

白坂フェロー

• 多様な目的:国土縮図型で多様な対象への多彩なサービス
• 住民起点の都市OS:ユースケース駆動＆Make our City
• 官民協創型:トップのコミットメント、みんなが活躍

「やらまいか」x「分析・整理」x「継続的進化」
＝リファレンスシティ浜松 出典:白坂フェロー講演資料



最後に

浜松から、やらまいか!

Make our City!©Code for Japan



Appendix

（１）ウエルネス分野
（２）モビリティ分野
（３）エネルギー分野
（４）デジタル・スマートシティの各種取組



デジタル・スマートシティ浜松の推進【ウエルネス】

浜松ウエルネスプロジェクトは、「予防・健幸都市」の
実現を目指す官民連携プロジェクト。

浜松ウエルネス・ラボは、本プロジェクトにおける官民
連携プラットフォームの1つとして、地域外の大手企業と
共に、市民の「疾病・介護予防」や「健康増進」に寄与
する “浜松発”の様々な官民連携社会実証事業等を展開し、
データやエビデンス等を取得。

取得データ等は、ウエルネスラボ内のデータプラット
フォームに蓄積し、市は予防・健康づくり施策に活用、
各社はビジネス展開に活用。

浜松ウエルネスプロジェクト

「予防・健幸都市 浜松」の取り組み
健康寿命３期連続日本一
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デジタル・スマートシティ浜松の推進【ウエルネス】
健康ビッグデータ分析
 聖隷福祉事業団、浜松医科大学、浜松市が連携して、聖隷福祉事業団が有する健診（人間ドック）ビッグデータを活用し、本市の健康寿命日本一の所以や本市（市民）

が抱えている疾病リスクなど多角的かつ詳細に明らかにする。
 市や関連団体等は、分析結果を「予防・健幸都市」実現に向けた施策や各種事業に活用する。



デジタル・スマートシティ浜松の推進【ウエルネス×モビリティ】

日常の運転と認知機能の関係性について、浜松市で実証事業を開始
～安全に⾧く運転を続けられる社会の実現を目指して～
目指したい社会
人生100年時代に、80・90歳になっても移動の自由を奪うことなく、
1日でも⾧く安全に、いきいきとした生活を実現したい。

そのために、毎日の通勤時に運転をしているだけで、
どこよりも早く認知症の兆候を検知し治療・予防に結び付ける

事業概要

<対象>
浜松市在住等の60歳～75歳の健康成人
200名

<方法>
① 認知機能テスト2種類(MMSE、

のうKNOW)とアンケートを実施
② ドライビングデータを３ヶ月取得
③ 認知機能テストの結果とドライビン

グデータの相関関係を検証



デジタル・スマートシティ浜松の推進【モビリティ】
浜松版MaaS構想

Foodelix 浜松テレワークパーク構想 持続可能な地域交通の確立

自家用車を活用した
乗り合いの促進



デジタル・スマートシティ浜松の推進【エネルギー】
浜松市スマートシティ推進協議会

設 立:平成27年6月22日
会員数:１７６団体（令和3年7月31日現在）

※75団体（設立時）
（会員内訳:市内81、市外95）

・浜松版スマートシティ形成に関する産学官金プラットフォーム。
・浜松市をフィールドとして事業化に向けた様々なスマートプロジェクトを展開中

導入容量 587,582kW（令和2年3月末時点）

再生可能エネルギー導入容量 全国第1位

2050年までの二酸化炭素排出実質ゼロを目指し
浜松市域”ＲＥ100 ”を表明（令和2年3月）



浜松デジタル・スマートシティMONTH

開催期間

開催内容

「デジタルファースト宣言」の理念等の普及・浸透を図るとともに、先進技術を活用したサービス等に市民の方
が触れる機会を設けることで、「デジタル・スマートシティ浜松」推進の機運を醸成する。

0

 主催事業
- 官民連携PFが開催するオンラインフォーラム

 冠事業
- 企業や各種団体が実施するイベントやセミナー

令和４年１０月
※‹浜松市›デジタルファースト宣言 令和元年10月31日
※‹国›令和4年以降は、毎年10月を「デジタル月間」、

毎年10月の第一日曜日・月曜日を「デジタルの日」に位置づけ
（令和4年は10月2日・3日）



Well-Beingをテーマとしたオンラインフォーラムの開催

参加申込 https://www.month.hdsc.city/forum2022

デジタル・スマートシティ浜松 オンラインフォーラム



デジタル・スマートシティ浜松 オンラインフォーラム
プログラム



冠事業
• 企業や各種団体がイベントやセミナーを開催。
• MONTH HP、広報はままつ、静岡新聞等で周知予定。

冠事業一覧（全29事業）
№ 事業名 主催

1 浜松商工会議所パソコン教室「無料体験＆教室見学会」 浜松商工会議所

2 プロにPR動画制作をお願いしてみませんか?HAMAMATSU動画マッチングサイト 浜松商工会議所

3 浜松科学館でのスマート農業展示 浜松産業部農業水産課

4 出世大名家康くんARフォトコンテスト(南区地域力向上事業中田島オータムフェスタ) 浜松市南区区振興課

5 浜松市土木スマホ通報システム新「いっちゃお!」の運用開始 浜松市土木部道路保全課

6 経営に関するオンライン無料セミナーを多数開催します Co-startup&Community FUSE

7 外国人のための日本語教室 初級クラス 浜松市企画調整部 国際課

8 外国人のための日本語教室 ひらがなカタカナ漢字クラス 夜間オンラインコース 浜松市企画調整部 国際課

9 オンライン子育て支援セミナー 親子料理教室 株式会社杏林堂薬局（はままつママゼミ）

10 女性のための就活セミナー（幸せになるための仕事の選び方） 浜松市産業部産業振興課

11 防災デジタル教室～家族で挑戦!防災まちあるき～ 浜松市防災学習センター

12 音楽を通したSTEAM教育と市民協働によるコンサート 特定非営利活動法人浜松ものづくり工房

※開催日順



冠事業
№ 事業名 主催

13 みんなでやらまい、やっちゃお!３か月ごとに、スキルアップ!お持ちのスマホ・PCスキルを活かし
て、地元浜松を応援しませんか? 夢トロッコ

14 第２回 Rendir CUP オンラインサッカー大会 ～eスポーツで浜松を盛り上げよう～ 一般社団法人レンディル浜松スポーツクラブ

15 外国人のための日本語教室 読み書きクラス 浜松市企画調整部国際課

16 外国人のための日本語教室 中級クラス 浜松市企画調整部国際課

17 知名度・集客・売上げアップ!ホームページ作成「ウェブサポ」セミナー 浜松商工会議所

18 働き方改革導入促進セミナー 浜松市産業部産業振興課

19 新居の設計前に知っておきたい!快適ITライフのつくり方 SBSマイホームセンター（はままつママゼミ）

20 親子で体操をしながら最新IoT機器を体感!節電＆楽家事に!? エネジン株式会社（はままつママゼミ）

21 オンライン子育て支援セミナー 幼児食講座 株式会社杏林堂薬局（はままつママゼミ）

22 海外ビジネスセミナー（IT産業を中心に成⾧を遂げるインドの最新情報） 浜松市産業部産業振興課ほか

23 Challenge to society5.0 in HAMAMATSU～数学コンテスト・特別講座～ 浜松市産業部スタートアップ推進課

24 子育てに役立つ! ぴっぴ活用講座 浜松市子育て情報サイトぴっぴ

25 ITなんでも相談会 浜松商工会議所

26 第30回ハママツ・ジャズ・ウィーク「ヤマハ ジャズ フェスティバル」（ライブ配信） 浜松市ほか

27 キソから知ろう!かしこいお家づくり♪ 浜松いわた信用金庫（はままつママゼミ）

28 就職氷河期世代向け個別就職相談会 浜松市産業部産業振興課

29 デジタルツールを活用したワークショップ～将来、自分のやりたいことを発見する～ 株式会社ドコモビジネスソリューションズ



生涯学習講座におけるスマホ講座の状況



Digital Smart City HAMAMATSU
浜松市デジタル技術活用支援事業

NPO法人まちづくりネットワークWILLへの業務委託により実施

1. 地域に根差したデジタル技術相談人材の育成
2. 育成した人材による支援体制の構築

事業スキーム

事業目的

受託者

① 相談人材の育成 ② 相談体制の構築・運用
・育成する人材の候補者の選出
・育成プログラムの運営

デジタル技術相談人材

講師 市民

・定期的な相談会の開催、運営
・相談会の広報、参加者の募集

①-2 講師手配

①-1 候補者選出

①-3 育成講座

②-1 参加者募集

②-2 相談会実施

水窪地域を対象として、12名の相談人材候補者を選出デジタル技術
相談人材



Digital Smart City HAMAMATSU
国施策や市内の幅広い団体の取組との連携

• 協働センター等で市が主催する講座の他、幅広い団体がスマホやZoomの使い方などのデジタル技術活用講座を開催

• 総務省は「デジタル活用支援推進事業」により、地域連携型のスマホ講座の実施費を補助

• さまざまな取組の情報を集約し、市のホームページで発信

デジタル活用講座の取組情報を集約・発信

携帯キャリア店舗

商工団体・金融機関

シルバー人材センター
社会福祉協議会

パソコン教室

デジタル活用
支援推進事業

協働センター



Digital Smart City HAMAMATSU
情報発信の強化

浜松市官民連携PF Facebookページ

浜松市公式note

市内のデジタル・スマートシティ関連プロジェクトを
取材し、紹介記事を浜松市公式noteにて発信中。
【現在掲載中の記事】

①講師派遣制度第１回
②協働センターでのスマホ講座

浜松市公式noteリンク:
https://hamamatsu-city.note.jp/menu/173803

官民連携PFが開催するイベントや取り組んでいる
プロジェクトなどを紹介中。
【フォロワー】101人（2022.8.26時点）

Facebookページリンク:
https://www.facebook.com/hamamatsu.
digitalsmartcity.platform



講師派遣制度（令和4年度新規事業）

2022年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開 催

講師募集

派遣先募集

スケジュール

派遣先の対象

市内の小学4～6年生、中学生、高校生

講義内容

講師

官民連携プラットフォーム会員

• デジタル・スマートシティ浜松について
• 各分野（各団体）の取組紹介

例:スマート農林業、デジタル活用による地域課題の解決

概要

官民連携プラットフォーム会員が講師となり、市内学校の授業等で講座を開催する

※講師：12団体



講師派遣制度（令和4年度新規事業）

派遣先の対象

浜松市立篠原小学校 6年生児童約120名

講義内容

講師

ソフトバンク株式会社

「ミライの社会を覗いてみよう！」

デジタル化の進んだ将来の社会の全体像や、
仕事・生活の姿を動画を交えながら紹介し、
子どもたちが自分の生き方を考えるきっかけ
を提供する。

日時

令和4年7月8日（金）14：10-14：55

講座の様子を市公式noteにて紹介中！
リンク：
https://hamamatsu-city.note.jp/menu/173803



講師派遣制度（令和４年度新規事業）

№ 講座名 講師団体

1 スマート林業の現状と今後の展望 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター

2 ミライの社会を覗いてみよう！ ソフトバンク株式会社

3 未定 株式会社ドコモCS 東海 静岡支店

4 ドローンの未来について 株式会社トラジェクトリー

5 デジタルデータの活用による
静岡県の持続的なわさび産業振興 西日本電信電話株式会社（NTT 西日本）

6 未来の街のオンライン見学 日本電気株式会社

7 身近な課題をデジタルで解決する 認定NPO 法人
はままつ子育てネットワークぴっぴ

8 浜松市のスマート農業 浜松スマート農業推進協議会

9 地理情報（GIS） 株式会社フジヤマ

10 産業分野におけるイノベーション創出とDX リンクウィズ 株式会社

11 ICT を考える 特定非営利活動法人 六星・ウイズ

講座一覧（令和4年5月18日時点） ※団体名50音順



講師派遣制度（令和４年度新規事業）

№ 日程 学校 対象 講師 講座名

第１回 7月8日（金）
14:10-14:55

浜松市立
篠原小学校

6年生
約120名 ソフトバンク㈱ 「ミライの社会を覗いて

みよう!」

第２回 ９月22日（木）
10:50-12:40

静岡県立
浜松湖北高等学校

3年生
21名 西日本電信電話㈱

「デジタルデータの活用
による静岡県の持続的
なわさび産業振興」

第３回 9月29日（木）
13:20-15:00 

浜松市立
富塚小学校

4年生
78名

(特非)
六星 ウイズ半田 「ICTを考える」

第４回 10月18日（火）
13:30-14:15 

浜松市立
平山小学校

6年生
10名 ㈱トラジェクトリー 「ドローンの未来につい

て」



次代を担う人材の育成（大学との連携）

オープンデータをテーマとした
アイデアソン・データソン

• 主催
静岡大学情報学部（協力:静岡県、浜松市）

• 開催日
アイデアソン:7月 4日（日）9:30～17:00
データソン :7月18日（日）10:00～17:00

• 参加者
社会人6名、大学生8名、高校生5名

浜松市の地域課題解決や地域資源の発掘、地域の魅力向上及
び活性化を図ることを目的に、オープンデータの利活用をテー
マとしたアイデアソン・データソンを実施。
（今回使用されたオープンデータの例:空き家の位置、人口分
布、公共施設、3次元点群データ・・・など）

主催｜浜松ITキッズプロジェクト推進会議
（NPO法人浜松ソフト産業協会・浜松理科教育研究会・浜松科学館・浜松市）

静岡大学 情報学部



次代を担う人材の育成（専門学校との連携:令和3年度）


